
豊中市における
障害者虐待防止の取組について

豊中市

福祉部障害福祉課
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資料2



・市域 東西6㎞ 南北10.3㎞ 面積36.6km²

・人口 399,793人（令和5年1月1日現在）

・障害者手帳 所持者（令和4年3月31日現在）

身体障害者手帳 13,494人

療育手帳 3,480人

精神障害者保健福祉手帳 4,398人

・市制施行 昭和11年（1936年）10月15日

・豊中市名誉市民

南部陽一郎さん（ノーベル物理学賞）

山田洋次さん（映画監督）

松本孝弘さん（ミュージシャン）

2
豊中市キャラクターマチカネくん

豊中市の紹介



豊中市障害者虐待防止センター①

設置年度 平成２４年１０月

担 当 障害福祉課 障害福祉センターひまわり

相談支援擁護係

構成員 管理職（福祉職）、医療職、福祉職

・基幹支援センターの虐待業務は直営

・基幹支援センターの総合相談業務を今年度から市内7ヵ所に委託

（地域包括支援センターと同じ区割り）
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「強み」 ・本人情報取得がスムーズ

障害サービス支給決定部署内

↓

通報票の記入情報をすぐ取得

・福祉職と保健師のネットワーク

・担当者が全対応ケースを把握

「弱み」 ・虐待担当を限定している

↓

複数マニュアルを作成
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豊中市障害者虐待防止センター②



豊中市の障害者虐待通報件数
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養護者虐待 施設従事者等虐待 使用者
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平成28年度 ７１件

平成29年度 ９８件

平成30年度 １００件

令和元年度 １０２件

令和２年度 ９８件

令和３年度 ７０件
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令和3年度 養護者虐待の内訳

あり なし 判断に至らず 合計

13 19 21 53
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身体的 心理的 性的 ﾈｸﾞﾚｸﾄ 経済的

9 8 0 0 2

身体 知的 精神(発達を除く) 発達 難病

2 5 8 0 0

虐待ありの虐待種別【重複あり】

虐待ありの被虐待者の障害種別【重複あり】

本人 家族・親族・近隣・知人 民生委員 相談支援員 施設・事業所職員 介護サービス職員 警察 社協 行政職員

8 0 0 14(3) 7(2) 1 20(8) 1 2

相談通報の届出者

虐待の判断
( )内は、虐待の判断「あり」の数



59%

41%

令和元年度

59件中24件

44%

56%

令和２年度

70件中39件

62%

38%

令和３年度

53件中20件
警察案件 警察案件 警察案件

・養護者虐待の警察通報が約４割を占める

警察通報の割合
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警察通報の対応

通常対応マニュアル 警察対応マニュアル

警察通報の捉え方
・警察が初期対応している
・支援的な対応重視

対応の現状
・通報元が明確で、電話を掛けやすい。
・障害サービス説明やＤＶ窓口案内への
好機ととらえる。

＊「虐待なし」と判断しても、心配な
ケースは電話をすることがある。



虐待判断と対応
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令和３年

令和２年

令和元年 なし

判断に
至らず

あり

養護者虐待のみ

あり

あり

なし

なし

判断に
至らず

判断に
至らず

「虐待あり」
・モニタリングの実施
・リスク管理し、レビュー会議で検証

「判断に至らず」
・数カ月間のモニタリングの実施
・再度、対応方針検討会議にて判断

「虐待なし」
・終結

9



10

記録の重要性

「誰がみてもわかりやすい記録票」をテーマに、定型化できるようにマニュアルを作成。

書き方等マニュアル① 書き方等マニュアル②
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課題と取り組み

① 障害者虐待防止センターの認知

→ 市民への啓発活動が必要

② ケースの複雑化長期化

→ 多機関連携会議の実施

③ 一時保護所の確保


